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市民会館・大ホール壁画に込められた「想い」 

昭和３７年（１９６２）７月２８日に開館した「小田原市民会館大ホール」には、市

民にもあまり知られていない建築デザイン的魅力がある。なかでも大ホールのホワイエ

にある壁画は謎めいている。この壁画に込められた当時の「想い」に迫る。 

１．市民会館大ホールの建築的特徴 

大ホールは、小田原城の景観を重視したため低層建築となり、舞台は地下となった。

舞台装置の搬入は搬入口からリフトで地下へ下すこととなり、音響機材や大道具が増え

るに従い、搬入の負担が大きくなった。楽屋は段差が多かった。上手袖は非常に狭く、

搬入方法とともに舞台演出上の大きな制約となった。開館当初から著名な歌手の公演も

多数開催されたが、１９８０年代以降、トレーラーで舞台セット一式を持ち込む全国ツ

アー方式が主流になると、県央等他都市に大型のホールが整備されていくことと相まっ

て、小田原での公演は減少していった。大ホール開館の３年後、昭和４０年（１９６５

年）５月８日に大ホールに隣接して小田原市民会館の本館が完成した。 

小田原市民会館大ホールの設計者は「創和建築設計事務所」、建設業者は「(株)熊谷

組」であった。現在では本館の影に隠れて、大ホールの全体デザインを確認することは

できないが、大ホールは東側、即ち国道１号線側が正面となるようにデザインされてい

る（写真１）。大ホールのデザインは、横

浜市桜木町の「神奈川県立音楽堂」に極め

て似ている。音楽堂は「モダニズム建築の

旗手」と呼ばれた建築家・前川國男の設計

である（写真２）。前川國男はフランスの

建築家ル・コルビュジエに学び、その影響

を強く受けた建築ザインで日本に数多く

の名建築を残した。ル・コルビュジエの「近

代建築の５原則」である「自由な平面、自

由な立体、屋上庭園、横長の窓、ピロテ

ィ」を実現している。この２つの建築は、

直線的な構成、横長の庇とピロティの形成、

正面の全面ガラスなど、５原則的デザイン

が共通している。大ホールは、ル・コルビ

ュジエから前川國男へと流れる建築デザ

イン・コンセプトから大きな影響を受けた、

と考えて間違いないだろう。 

（写真１）開館近い大ホールの外観 

（提供：小田原ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰｶｲﾌﾞ） 

（写真２）神奈川県立音楽堂の外観 
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２．大ホールのホワイエ壁画 

大ホールのホワイエ正面には、客席扉が４

つ並び、壁は真紅に塗られている。開館当初

の写真からは、より色鮮やかな壁面の様子が

分かる（写真３）。２階ホワイエも、群青色

の壁画が鮮やかに描かれている（写真４）。

これらの壁画が鮮やかに見えるのは、ホール

正面の全面ガラス窓から射し込む眩い陽光

が壁画を明るく輝かせていたと想像できる。

しかし、本館完成により２階が渡り廊下でつ

ながれ、また後の耐震補強工事で１階右端ガ

ラス窓がコンクリート壁へ改修されたため、

外光が直接入らなくなって、壁面は輝きを失

ってしまったのである。 

この壁は単に赤く塗られているのではな

く壁画となっているのだ、と気付く人はほと

んどいないだろう。壁の右下に

「YASUSHIRO-NISHIMURA」のサインがある。

西村保史郎は大正４年（１９１５）東京に生まれ、太平洋美術学校に学び、「主体美術

協会」の創立に携わった。町田市の玉川学園にアトリエを設け、油絵作品の他、絵本や

図鑑の挿絵を数多く描いた。平成２７年（２０１５）に９９歳で亡くなった。大ホール

の大壁画を描いたことは年譜に記載されているが、その経緯については記録が発見され

ていない。 

３．壁画制作の謎 

大ホール設計者の創和建築設計事務所は既に廃業して設計資料は残っていない。大ホ

ール建設の設計思想

や構想については謎

であった。ところが、

閉館を惜しみ結成さ

れた「市民会館アー

カイブ隊」の調査に

よって、謎であった

壁画制作の過程が一

部分かってきた。 

（写真４）開館当初の２階の青い壁画 

（写真５）１階壁画の企画構想検討時のデザイン図面 

（写真３）開館当初の１階の赤い壁画 
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小田原市に昭和３６年１月１５日の図面

が残されていたのだ（写真５）。この図面によ

って、壁画は建築構想当初から計画されてい

たと分かったのである。図面上のデザインは、

実際の壁画とは異なり（図面には「図案別図

ニ依ル」とあるが別図が不明）、１・２階を

一体化したデザインとなっていた。明らかに

正面の全面ガラス窓を通して壁画が見える

ように意図されたと容易に想像される。本館

が建たなければ、国道１号線側からは大ホー

ルの正面が見え、１階・２階の全面ガラス窓

を通して１階壁の真紅と２階壁の群青の鮮や

かな色彩の対比を眺めることができたことだ

ろう。壁画がガラスを通して見える当初のパ

ースを想像して描いてみた（写真６）。 

では、なぜこのような壁画を大ホールの入

口正面に描こうとしたのだろうか。ヒントの

一つは、県立音楽堂の赤・黄・緑に塗られた

壁面である。いかにもル・コルビュジエ譲り

の配色である（写真７）。音楽堂に入った瞬間

に、来場者をワクワクさせる。もう一つは、

有楽町駅前にあった日本劇場（日劇）である。

１９３３年（昭和８）に開館し「陸の龍宮」

と呼ばれたほど豪華な内外装を誇っていた。

日劇１階ホワイエ正面に、ギリシャ神話をモ

チーフにしたモザイクタイル壁画があった

（写真８）。画家・川島理一郎の原画で、タイ

ル制作は工芸家・板谷波山の五男・板谷梅樹による。開館当初の小田原市長は鈴木十郎

氏であった。鈴木市長は歌舞伎座支配人を務めた経歴がある。鈴木市長は大ホールに劇

場としての風格を表したかったのではないだろうか。そこには、施主としての鈴木市長

の強い想いがあったと想像できる。大ホール開館のわずか３年後、昭和４０年（１９６

５年）５月８日に大ホール正面入口東側に隣接して市民会館・本館が完成した。本館と

大ホールが渡り廊下で結ばれたため、大ホール正面が見えなくなり、大ホール壁画はそ

の「想い」を意識されなくなってしまった。本館(小ホール、結婚式場、展示室、食堂等)

が果たしてきた役割は大きいが、失われたものも大きかったといえよう。市民会館の大

ホールと本館の全体構想が、どう計画され、どう実現し、またはどう変遷したのか、そ

れらは今後の研究課題といえよう。(深野彰 記) 

（写真８）日劇ホワイエのモザイクタイル壁画 

（写真６）開館当初の大ホールパース想像画 

（写真７）県立音楽堂の入口の赤い壁 



小田原市民会館閉館記念事業 壁画ガイド 資料 

 - 4 - 

西村保史郎 

Nisimura yasushiro 

【略歴】 

大正 4年（1915）   東京に生まれる 

昭和 11年（1936）  太平洋美術学校卒業 

昭和 23年（1948） 「西村保史郎個展」会場：資生堂画廊 

昭和 24年（1949）  自由美術家協会 会員 

昭和 27年（1952） 「自由美術展 6人展」会場：資生堂画廊 

昭和 32年（1957） 「西村保史郎個展」会場：サエグサギャラリー 

昭和 35年（1960） 「西村保史郎個展」会場：サエグサギャラリー 

昭和 36年（1961）  小田原市市民会館壁画制作 

昭和 38年（1963） 「自由美術キンパチ展」会場：椿近代画廊 

昭和 39年（1964）  自由美術協会を退会し、主体美術協会創立に携わる 

昭和 45年（1970） 「西村保史郎個展」 会場：フォルム画廊 

昭和 55年（1980）頃 町田市の玉川学園に住居とアトリエを建てる 

昭和 61年（1986）  文化庁現代美術選抜展 

昭和 63年（1988） 「西村保史郎個展」会場：資生堂画廊 

平成 27年（2015）  10月 8日逝去（享年 99歳） 

※上記のほか、児童向けの世界文学全集などのカバーや挿絵を多数手がけている。 

 小田原出身の脚本家 廣澤榮(黒澤明監督の「七人の侍」助監督も務める)著「白鳥

の湖」(偕成社・少女小説シリーズ)の挿絵も西村氏によるものである。 

 

主体美術 2019.8 No.105より転載 


